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日
蓮
大
聖
人 

 
  

御 

聖 

訓 

 
法
華
経
を
信
ず
る
人
は
冬
の
ご
と
し
、

冬
は
必
ず
春
と
な
る
。
い
ま
だ
昔
よ
り
き

か
ず
、
み
ず
、
冬
の
秋
と
か
へ
れ
る
事
を
。

い
ま
だ
き
か
ず
、
法
華
経
を
信
ず
る
人
の

凡
夫
と
な
る
事
を
。 

 
 

『
妙
一
尼
御
前
御
返
事
』 

  

こ
の
御
遺
文
は
、
建
治
元
年
（
一
二

七
五
）
五
月
、
妙
一
尼
（
生
没
年
不

詳
）
が
身
延
山
の
日
蓮
大
聖
人
へ
衣

類
を
供
養
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼

状
で
す
。
真
蹟
六
紙
が
千
葉
県
の
中

山
法
華
経
寺
に
完
存
し
て
い
ま
す
。 

 

当
時
、
妙
一
尼
は
夫
を
亡
く
し
悲

し
み
の
渦
中
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

も
妙
一
尼
と
「
病
子
」
「
女
子
」
を

残
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

日
蓮
大
聖
人
は
、
亡
夫
は
法
華
経

の
故
に
命
を
捨
て
た
の
で
あ
る
か

ら
成
仏
は
疑
い
な
く
、
ま
た
常
に
妻

子
を
見
守
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
も
、
妙
一
尼
が
健
在
な
ら
ば

結
構
で
あ
る
が
、
も
し
万
が
一
の
時

は
幼
い
子
供
達
は
私
が
見
守
ろ
う

と
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
御
手
紙
の

中
で
冒
頭
に
掲
げ
た
一
節
が
綴
ら

れ
る
の
で
す
。 

 

皆
さ
ん
の
中
に
も
近
親
者
を
亡

く
し
て
悲
し
み
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
世
の
無
常
に
感
涙

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
私
達
は
お
た
が

い
に
「
冬
は
必
ず
春
と
な
る
」
と
励

ま
し
合
っ
て
仏
道
修
行
に
励
ん
で

参
り
ま
し
ょ
う
。 

法華経を信ずる人は冬のごとし 

 

 
 
 

御 

案 

内 

 

御
大
事
御
本
尊
会 

日
時 

 

 
 

土
用
丑
の
日 

午
前
十
時

 

場
所 

本
門
寺
根
源 

本
堂 

 

疫
病
退
散
の
い
わ
れ
の
あ
る
霊
験
あ
ら
た

か
な
御
大
事
御
本
尊
を
御
開
帳
し
、
樒
祓

い

に
て
皆
様
の
身
体
健

全
・
無
病
息
災
を
御
祈
念
致
し
ま
す
。
年

に

の
奉
奠

お
誘
い
合
せ

の

ご
参
詣
下
さ
い
。 

「
身
代
り
守
り
」
頒
布 

 

 
 
 
 

御
大
事
御
本
尊
御
守 

御
霊
宝
疫
病
退
散
の
「
御
大
事
御
本
尊
」

を
複
写
し
、
身
代
わ
り
守
り
と
し
て 

特

別
に
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
菩
提
寺
で
あ
る
末
寺
寺
院
が
窓

口
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
郵
送
で
も
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
要
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
〇
五
四
四-

五
八-

一
〇
〇
四 
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四
月
十
三
日(

日)

午
前
十
一
時
よ

り
、
年
中
行
事
で
あ
る
御
霊
宝
御
風
入

会
を
奉
修
致
し
ま
し
た
。
日
曜
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
当
日
は
大
勢
の
参
拝
者

で
本
堂
内
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
日
興
上

人
御
所
持
念
珠
・
扇

子
及
び
本
年
修
復
が

完
了
し
た
井
出
志
摩

守
手
形
二
通(

修
復
施

主
三
島
市
伊
豆
国
分

寺
様
・
富
士
宮
市
本

光
寺
様)

、
第
十
三
世

日
延
上
人
覚
書
一
通

(

修
復
施
主
富
士
市
妙
善
寺
様)

、
埼
玉

県
本
法
寺
様
か
ら
は
、
日
興
上
人
御
本

尊
・
要
法
寺
十
三
世
日
辰
上
人
御
本

尊
・
特
別
奉
奠
と
し
て
本
年
十
七
回
忌

に
当
た
る
四
十
八
世
日
諄
上
人
御
本

尊
・
御
寶
蔵
棟
札
・
宇
佐
美
市
仏
教
会

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
一
切
経
等
、
十
四
点

が
、
奉
奠
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
執
事
長
よ
り
「
歴
代
貫
首
様
が

身
命
を
懸
け
御
護
り
し
た
御
霊
寶
が
御

示
し
下
さ
る
通
り
、
今
を
生
き
る
我
々

は
点
で
し
か
な
い
が
、
点
と
点
が
繋

が
っ
て
線
と
な
り
、
過
去
・
現
在
・
未

来
へ
と
お
題
目
の
信
仰
が
紡
い
で
い
く

の
で
す
。
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

式
後
に
佐
野
布
教
伝
道
部

長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
参

列
の
皆
様
は
興
味
深
く
耳

を
傾
け
、
そ
の
後
拝
観
さ

れ
ま
し
た
。 

 

御
風
入
会
当
日
、
國
本
隆
氏
（
大
阪

府
）
へ
本
山
護
持
丹
精
の
功
徳
を
讃
え

本
願
人
顕
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

旭
日
重
猊
下
の
御
名

代
と
し
て
鈴
木
執
事
長

よ
り
、
本
願
人
輪
袈
裟

と
証
書
が
授
与
さ
れ
、

感
謝
の
意
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

 
四
月
二
十
九
日(

火)

午
前
十
時
よ
り

垂
迹
堂
に
於
い
て
、
鈴
木
執
事
長
を
御

導
師
に
本
化
垂
迹
天
照
太
神
祭
を
奉
修

致
し
ま
し
た
。
当
日
は
春
ら
し
い
清
々

し
い
天
候
の
下
、
重
須
孝
行
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
力
強
い
太
鼓
の
演
奏
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
重
須
婦
人
会
・

檀
信
徒
の
皆
様
と
御
唱
え
し
た
御
題
目

が
太
鼓
の
音
と
共
に
重
須
の
森
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。 

 

鈴
木
執
事
長
よ
り
「
来
年

は
、
重
須
孝
行
太
鼓
保
存
会

発
足
五
十
周
年
と
い
う
大
切

な
節
目
に
当
た
り
、
日
頃
の

精
進
を
重
ね
、
無
事
円
成
す

る
事
を
願
い
ま
す
」
と
御
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

六
月
十
七
日
、
興
統
法
縁
島
根
大
会

が
延
福
寺
様
に
於
い
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
寺
に
於
い
て
法
見
言
上
が
な

さ
れ
そ
の
後
、

会
場
を
出
雲
大

社
へ
移
し
、

[

第
四
十
六
回

興
統
法
縁
会
総

会]

が
開
会
さ

れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
執
事
長

よ
り
本
山
の
近

況
報
告
と
し

て
、
本
山
遠
忌

事
業
で
あ
る
本

門
寺
本
堂
・
開
山
堂
の
修
繕
が
本
年
夏

よ
り
着
手
さ
れ
ま
す
が
参
拝
が
出
来
ま

す
の
で
是
非
お
参
り
下
さ
い
と
ご
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
年
度
の
総
会
会
場
は
蓮
慶
寺
様(

伊

東
市)

に
決
ま
り
、
代
務
住
職
で
あ
る
田

中
日
芳
副
会
長(

本
山 

實
成
寺)

よ
り
ご

挨
拶
さ
れ
無
事
に
第
四
十
六
回
興
統
法

縁
会
総
会
は
閉
会
を
致
し
ま
し
た
。 

 

五
月
二
十
四
日
、
本
山
役
員
総
会
が

方
丈
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
よ

り
司
判
並
び
に
大
世
話
人
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
い
て
の
会
議
と
な
り
ま

し
た
。
鈴
木
執
事
長
よ
り
令
和
六
年
度

会
計
報
告
・
遠
忌
事
業
の
進
捗
状
況
・

本
山
近
況
報
告
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
本
山
墓
地
の
現
状
問
題
が
報

告
さ
れ
、
墓
地
管
理
者
と
し
て
今
後
の

方
針
案
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
御 

霊 

宝 

御 

風 

入 

会 

 

本
化
垂
迹
天
照
太
神
祭 

 

法 

縁 

総 

会 
 

 

本 

願 

人 

顕 

彰 

 
 

 

当
山
格
護 

御
大
事
御
本
尊
と
は 

 

表
紙
で
も
ご
案
内
の
御
大
事
御
本
尊

会
。
今
年
は
七
月
十
九
日
に
奉
修
さ
れ

ま
す
。
毎
年
夏
季
土
用
丑
の
日
に
特
別

に
奉
奠
さ
れ
る
御
大
事
御
本
尊
に
つ
い

て
解
説
致
し
ま
す
。 

 

日
蓮
大
聖
人
が
佐
渡
流
罪
よ
り
御
赦

免
に
な
り
、
鎌
倉
へ
と
向
か
わ
れ
る
途

中
、
越
後
の
御
堂
筋
の
村
に
さ
し
か
か

り
ま
す
と
、
白
髪
の
老
翁
が
大
聖
人
の

御
前
に
現
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
村
で
は
疫
病
が
流
行
っ
て
お

り
、
病
魔
退
散
の
御
祈
祷
と
御
守
り
を

受
け
賜
り
た
い
と
願
い
出
ら
れ
ま
し

た
。
大
聖
人
は
、
懐
中
よ
り
御
守
り
の

御
本
尊
を
授
け
、
そ
の
霊
験
あ
ら
た
か

な
御
大
事
御
本
尊
に
よ
り
疫
病
は
退
散

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

鎌
倉
時
代
と
令
和
の
今
日
、
時
の
隔

た
り
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍(

疫
病)

が
社
会
を
揺
る
が

し
、
人
々
の
心
を
蝕
ん
で
い
る

事
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
の
生
活
環
境
を
取
り
戻
す

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
是

非
、
心
の
平
穏
を
取
り
戻
す
為

に
当
山
に
御
参
拝
頂
き
、
大
聖

人
の
御
心
に
触
れ
、
年
に
一
度

の
暑
気
払
い
・
疫
病
退
散
の
御

樒
祓
い
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

 

尚
、
こ
の
御
大
事
御
本
尊
を

板
守
り
と
し
て
授
与
し
ま
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
お
求

め
く
だ
さ
い
。 

 

役 

員 

総 

会 
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京 

都 

要 

法 

寺 

晋
山
式 

 

    第11回 清 掃 奉 仕 の お 願 い 

   ７月１８日(金)  午前9時～10時30分(雨天翌週２５日)  

今回の清掃奉仕は、８月のお盆を迎える為の道場荘厳であります。 
清掃奉仕によって共に汗を流し、自分自身の心の垢も一緒に流しましょう。 
そして、清らかな気持ちで仏様をお迎え致しましょう。 
          ＝持ち物＝ 

   清掃用具・草刈り機・ブロワーをお持ちの方はご持参ください。 
   燃料は本山で用意致します。 

 

四
月
二
十
日
、
本
山
久
遠
寺
（
富
士
宮

市
小
泉
）
に
お
い
て
第
六
十
六
世
安
藝
日

旺
上
人
の
晋
山
式
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
式
に
先
立
ち
、
日
蓮
宗
田
中
恵
紳
宗

務
総
長
御
名
代
と
し
て
、
静
岡
県
中
部
宗

務
所
塚
本
智
秀
所
長
よ
り
辞
令
伝
達
が
行

わ
れ
、
久
遠
寺
第
六
十
四
世
旭
日
重
猊
下

か
ら
安
藝
上
人
へ
、
法
灯
が
継
承
さ
れ
ま

し
た
。
式
衆
に
本
門
寺
末
寺
各
聖
の
出
仕

の
下
、
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

御
宝
前
に
お
い
て
奉
告
文
を
読
み
上
げ

る
中
、
安
藝
上
人
は

師
匠
へ
の
感
謝
の
念

が
溢
れ
、
涙
が
と
ま

ら
ぬ
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

ご
挨
拶
の
中
で
安

藝
新
貫
首
は
「
山
形
で
五
十
年
住
職
と
し

て
培
っ
た
経
験
を
糧
に
、
小
泉
の
地
で
檀

信
徒
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
お
題
目
の
布

教
に
励
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
富
士
市
の
ホ
テ
ル
に
場
所
を

移
し
、
祝
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

法
縁
を
代
表
し
、
堀
江
禎
正
副
会
長

(

島
根
県
法
蔵
寺)

よ
り
法
縁
の
為
に
、
遺

憾
な
く
手
腕
を
発
揮
し
御
尽
力
を
お
願
い

し
ま
す
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

結
び
に
、
小
泉
久
遠
寺
田
中
日
芳
参
与

(

伊
豆
實
成
寺)

よ
り
経
過
説
明
と
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
安
藝
猊
下
よ
り
ご
挨
拶
が
あ

り
、
式
を
納
め
ま
し
た
。  

 

    

五
月
八
日
京
都
日
蓮
本
宗
本
山
要
法
寺

(

京
都
市)

様
に
て
第
五
十
三
祖
岩
崎
日
求

上
人
晋
山
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
山
か
ら
は
鈴
木
執
事
長
が
参
列
さ
れ
こ

の
慶
事
を
御
祝
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
は
日

尊
上
人
の
御
命
日
忌
で
も
あ
り
併
せ
て
日

尊
上
人
第
六
八
一
年

御
報
恩
法
要
が
新
貫

首
岩
崎
上
人
に
よ
り

御
回
向
さ
れ
ま
し

た
。 

 
要
法
寺
様
は
日
興
上
人
の
弟
子
で
あ
る

日
尊
上
人
御
開
山
の
由
緒
あ
る
本
山
で

す
。
日
尊
上
人
と
い
え
ば
日
興
上
人
の
講

義
中
、
風
に
散
っ
て
い
く
梨
の
葉
に
気
を

と
ら
れ
勘
当
さ
れ
た
後
、
京
都
を
中
心
に

全
国
で
布
教
活
動
さ
れ
十
二
年
間
で
三
十

六
カ
寺
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
御
会
式
に

は
欠
か
さ
ず
本
門
寺
に
登
山
し
腰
掛
石
に

お
座
り
に
な
り
、
生
御
影
尊
に
お
参
り
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
死
身
弘
法
の
功
績

に
よ
り
勘
当
を
解
か
れ
、
日
興
上
人
の
弟

子
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
門
寺
に

と
っ
て
も
に
大

変
縁
の
深
い
寺

院
で
あ
り
、

我
々
教
師
も
襟

を
正
す
と
こ
ろ

で
す
。 

   
 

 

五
月
二
十
一
日 

日
蓮
本
宗
本
山
要
法

寺
岩
崎
日
求
猊
下
・
西
尾
執
事
長
・
随
行

三
名
の
方
が
晋
山
の
御
報
告
の
為
、
御
来

山
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
行
は
生
御
影

尊
に
渇
仰
拝
礼
さ

れ
、
引
き
続
き
日

興
上
人
御
正
廟
に

お
い
て
要
法
寺
晋

山
第
五
十
三
祖
と

し
て
晋
山
さ
れ
た

事
を
御
報
告
を
さ

れ
ま
し
た
。 

     

お
も
す
の
森
、
第
一
三
三
号
よ
り
第
一

六
五
号
ま
で
の
約
三
年
間
に
わ
た
り
ま
し

て
、
『
本
門
要
軌
』
を
読
む
を
本
誌
に
連

載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情

に
よ
り
ま
し
て
、
当
連
載
を
前
号
を
も
ち

ま
し
て
一
旦
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
連
載

中
、
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
『
本

門
要
軌
』
は
日
蓮
宗
の
宗
旨
で
あ
り
ま
す

「
三
大
秘
法
」
に
即
し
た
法
要
儀
軌
で
あ

り
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
に
帰

結
す
る
様
に
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
い
ず
れ
で
共
に
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す

こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

合
掌 

 
小 

泉 

久 

遠 

寺 

晋
山
式 

 

岩 

崎 

猊 

下 

晋
山
報
告
来
山 

３ 

御生御影にご挨拶される岩崎猊下 

京都要法寺の本堂 

安藝日旺猊下 

岩崎日求猊下 

『

本
門
要
軌
』
を
読
む 

 

連
載
終
了
の
ご
挨
拶 

阿
部
和
正 
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摩 ま

睺 ご

羅 ら

伽 が

・
小

し
ょ
う

王 お
う

・
転 て

ん

輪 り
ん

聖
じ
ょ
う

王 お
う 

前
回
は
「
摩
睺
羅
伽
」
「
小
王
」
「
転
輪
聖
王
」

と
い
う
方
々
も
、
法
華
経
の
会
座
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
こ
ろ
ま
で
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
の
方
々
も
、
こ

の
あ
と
何
度
も
登
場
し
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

最
初
の
「
摩
睺
羅
伽
」
は
「Mahoraga

マ
ホ
ー
ラ

ガ
」
の
音
写
で
、
大
い
な
る
腹
這

は

ら

ば

う
も
の
、
大
う
わ

ば
み
と
い
う
意
味
の
神
さ
ま
で
す
。
天
龍
八
部
衆
に

数
え
ら
れ
て
い
て
、
大
蛇
の
神
さ
ま
・
蛇
神
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
半
の
章
で
は
何
度
も
登
場
し

ま
す
。 

次
の
「
小
王
」
は
様
々
な
王
様
で
す
。
お
経
に
登

場
す
る
王
様
は
、
村
の

酋

長

し
ゅ
う
ち
ょ
う

さ
ん
や
村
長
さ
ん
を

指
し
た
言
葉
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
中
で

も
王
様
の
理
想
と
さ
れ
る
の
が
「
転
輪
聖
王
」
さ
ま

で
、
「
天
か
ら
頂
い
た
宝
輪
を
廻
す
こ
と
に
よ
っ
て

四
方
を
征
服
し
、
統
治
す
る
王
様
」
と
さ
れ
ま
す
。 

教
え
が
説
く
こ
と
を
「
法
輪

ほ
う
り
ん

を
転
ず
る
」
と
も
い

い
、
最
初
の
お
説
法
を
「
初
転

し
ょ
て
ん

法
輪

ぼ
う
り
ん

」
と
い
い
ま
す

が
、
同
様
に
、
転
輪
聖
王
さ
ま
は
仏
さ
ま
に
限
り
な

く
近
い
お
姿
で
、
武
力
に
も
脅
迫
に
も
よ
ら
ず
、
正

義
を
力
と
し
て
国
を
治
め
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の

「
正
義
」
を
表
し
て
い
る
の
が
「
宝
輪
」
で
、
こ
れ

が
「
法
輪
」
に
通
ず
る
と
考
え
れ
ば
、
法
輪
＝
法
華

経
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
「
法
華
経
を
以
て

国
を
治
め
る
こ
と
が
理
想
」
で
あ
る
こ
と
を
表
す
王

様
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
日
蓮
大
聖
人
も

「
法
華
経
の
精
神
で
政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願

い
」
、
当
時
の
執
権
・
北
条
時
頼
に
対
し
て
『
立
正

安
国
論
』
を
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

此
土
六
瑞
～
⑥
放
光
瑞

ほ
う
こ
う
ず
い 

皆
が
喜
び
合
っ
て
い
る
そ
の
時
、
お
釈
迦
様
は
眉 み

間 け
ん

の

白
び
ゃ
く

毫 ご
う

相 そ
う

か
ら
光
を
放
ち
ま
す
。
こ
れ
が
「
放

光
瑞
」
で
す
。
本
文
「
爾
時
仏
放 
眉
間
白
毫
相
光

～
上
至
阿
迦
尼
咤
天
」(

『
開
結
』
六
〇
頁-

六
一

頁
、
『
岩
波(

上)

』
一
八
頁)

が
そ
の
様
子
で
す
。 

眉
間
白
毫
相
と
仏
の
三 さ

ん

十
じ
ゅ
う

二 に

相 そ
う

・
八 は

ち

十 じ
っ

種 し
ゅ

好 ご
う 

お
釈
迦
様
は
「
仏
さ
ま
」
で
す
か
ら
、
普
通
の
人

と
姿
が
違
い
ま
す
。
仏
さ
ま
に
し
か
な
い
三
十
二
の

優
れ
た
身
体
的
特
徴
を
「
三
十
二
相
」
と
い
い
、
眉

間
白
毫
相
は
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。 

ま
た
、
三
十
二
相
と
重
複
す
る
特
徴
も
あ
り
ま
す

が
、
細
か
い
特
徴
を
挙
げ
る
と
八
十
あ
る
の
で
「
八 は

ち

十 じ
っ

種 し
ゅ

好 ご
う

」
と
も
い
い
ま
す
。
御
経
文
の
中
で
は
「
三

十
二
相 

八
十
種
好
」
と
、
両
方
を
合
わ
せ
て
仏
さ

ま
を
表
し
て
い
ま
す
。
八
十
種
好
は
列
挙
で
き
ま
せ

ん
が
、
三
十
二
相
の
一
覧
が
右
の
表
で
す
。 

眉
間
白
毫
相
は
、
そ
の
三
十
二
相
の
一
つ
で
、
仏

さ
ま
の
眉
間
に
あ
っ
て
、
眉
毛
と
は
違
う
白
い
毛
が

右
巻
き
に
な
っ
た
塊
を
い
い
ま
す
。(

続
く) 

 
法
華
経
に
学
ぶ 

 

第
三
十
二
回 

 
 
 
 
 
   

布
教
伝
道
部 

浦
野 

弘
正 
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盂 う 

蘭 ら 

盆 ぼ
ん 

 
 

お
盆
に
つ
い
て 

  

日
蓮
大
聖
人
の
御
遺
文
に
お
盆
に
つ
い
て
言
及
な

さ
れ
た
一
節
が
ご
ざ
い
ま
す
。
『本
門
要
軌
』に
も
収

録
し
て
お
り
、
本
堂
の
朝
勤
で
も
拝
誦
し
て
い
ま

す
。
簡
単
に
内
容
を
ご
案
内
し
ま
す
と
、
私
達
が
法

華
経
を
信
じ
、
お
盆
の
時
期
に
ご
先
祖
様
を
ご
供

養
す
る
こ
と
で
、
私
達
の
父
母
も
祖
父
母
も
、
ひ
い
て

は
七
代
前
の
ご
先
祖
様
も
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
は
子
や
孫
、
七
代
先
の
子
孫
ま
で
も
仏
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

お
盆
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
で
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

Ｑ
１ 

お
盆
に
は
、
ど
う
い
う
由
来
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？ 

Ａ
１ 

お
盆
は
、
お
彼
岸
と
並
ぶ
先
祖
供
養
の
法
会

で
す
。
も
と
も
と
、
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
目
蓮
尊
者
が
、
餓

鬼
道
に
堕
ち
た
母
親
の
苦
し
み
を
救
っ
た
由
来
を

説
い
た
「
仏
説
盂
蘭
盆
経
」
の
経
説
に
拠
っ
て
始
め

ら
れ
ま
し
た
。 

日
本
で
は
、
伝
わ
っ
て
き
た
仏
教
思

想
と
伝
統
的
な
宗
教
儀
礼

が
結
び
つ
き
、
現
在
の
お
盆
の

習
慣
が
出
来
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

   

Ｑ
２ 

お
盆
の
期
間
は
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？ 

Ａ
２ 

お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
仏
壇
や
お
墓

を
清
掃
し
、
仏
壇
前
に
精
霊
棚
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
迎
え
火
を
焚
き
、
ご
先
祖
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

精
霊
棚
に
は
莚
（
む
し
ろ
）
を
敷
い
て
位
牌
を
安
置

し
、
果
物
や
菓
子
、
茶
湯
、
霊
膳
そ
の
他
種
々
の
供

物
を
供
え
ま
す
。
ま
た
盆
中
は
提
灯
を
つ
け
て
お
き

ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
ご
先
祖
様
が
私
た
ち
と
共
に

生
活
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
盆
が
終
わ
れ
ば
、

送
り
火
を
焚
い
て
、
ご
先
祖
様
を
送
り
出
し
ま
す
。

尚
、
し
き
た
り
は
土
地
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ
３ 

我
が
家
で
は
茄
子
を
刻
ん
だ
も
の
を
蓮
の
葉

に
の
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
も
意
味
は
あ
る
の
で

す
か
？ 

Ａ
３ 

そ
れ
は
「
水
の
子
」
（
水
の
実
）
と
い
っ
て
餓
鬼
に

対
す
る
施
し
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
を
入
れ

た
器
に
、
み
そ
は
ぎ
等
の
枝
を
添
え
て
お
く
の
は
、
餓

鬼
に
対
す
る
灑
水
供
養
の
た
め
で
す
。
精
霊
棚
の
隅

や
そ
れ
よ
り
一
段
低
く
棚
を
設
け
て
種
々
の
飲
食

を
供
え
る
こ
と
を
「
無
縁
棚
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
「
あ
ま
ね
く
一
切
に
及
ぼ
す
」
と
い
う
法
華
経
の

思
想
に
そ
っ
た
供
養
の
仕
方
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

参
考 

日
蓮
宗
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト 

 

  

昨
年
に
続
き
ま
し
て
、
少
年
少
女
の
心
身
健
全
を
図
る
為
の

「
お
も
す
道
場
」
を
開
校
致
し
ま
す
。
本
年
も
一
泊
二
日
の
日

程
で
、
日
頃
体
験
出
来
な
い
お
寺
で
の
生
活
を
夏
休
み
の
思
い

出
と
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
子
供
孫
達
に
呼
び

掛
け
て
頂
き
、
ご
参
加
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。 

参
加
希
望
の
方
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

本
山
迄
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

五
心
を
修
養
す
る
少
年
少
女 

 

「
お
も
す
道
場
」
開
校 

八
月
十
六
～
十
七
日 
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本 

門 

寺 

堀 

紙 

芝 

居 
 
 

 
 

 
三
月
二
十
三
日
、
富
士
宮
市
地
域
女
性

連
絡
会
主
催
「
第
三
十
九
回 

地
域
文
化

を
ほ
り
お
こ
す
市
民
の
つ
ど
い
」
に
於
い

て
一
昨
年
世
界
灌
漑
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

【
本
門
寺
堀∼
北
山
用
水∼

】
の
紙
芝
居

完
成
上
映
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
会
は
地
域
の
活
性
化
と
生
涯
学
習
の

推
進
を
図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域

に
伝
わ
る
歴
史
や
民
話
を
ほ
り
お
こ
し
、

毎
年
手
作
り
の
大
型
紙
芝
居
を
創
り
続
け

て
お
り
、
今
回
は
四
十
作
品
目
と
節
目
の

作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
会
の
土
屋
会
長
は
、

「
紙
芝
居
を
通
じ
て
よ
り

多
く
の
市
民
の
方
々
に
富

士
宮
市
の
歴
史
や
民
話
を

伝
え
弘
め
後
世
に
残
し
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

 

こ
の
本
門
寺
堀
が
紙
芝
居
と
な
り
富
士

宮
市
の
皆
様
に
周
知
さ
れ
、
本
門
寺
へ
の

参
拝
者
が
増
え
、
北
山
地
区
そ
し
て
富
士

宮
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。 

 

又
、
来
年
五
十
周
年
を
迎
え
る
重
須
孝

行
太
鼓
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。 

 

四
月
十
一
日
、
本
門
寺
に
て
、
重
須
婦

人
会
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
年
間
を
振
り
返
り
婦
人
会
の
活
動
報
告

が
さ
れ
、
奉
仕(

月
二
回
の
清
掃)

と
信
仰

(

法
要
で
の
題
目
修
行)

の
両
面
で
心
を
磨

か
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
井
出
和
子
会
長
挨
拶
の
下
、
役
員
並

び
に
新
会
員
の
紹
介
が
な
さ
れ
ま
し
た 

 

四
月
二
十
五
日
本
門
寺
に
て
重
須
孝
行

太
鼓
保
存
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
齋

藤
会
長
ほ
か
二
十
五
人
が
参
加
し
、
来
年

発
足
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
様
々

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

重
須
孝
行
太
鼓
保
存
会
の
皆
様
の
協
力
を

も
っ
て
よ
り
良
い
も
の
に
し
、
多
く
の
子

供
達
に
参
加
し
て
も
ら
い
非
日
常
生
活
の

中
で
楽
し
く
心
を
養
い
、
お
寺
に
少
し
で

も
関
心
を
抱
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 

役
課
有
志
の
奉
納
に

よ
り
、
方
丈
玄
関
天
井

の
照
明
を
ダ
ウ
ン
ラ
イ

ト
に
交
換
し
ま
し
た
。

今
ま
で
味
気
な
い
玄
関

で
あ
り
ま
し
た
が
『
法

喜
禅
悦
』
の
額
も
併
せ
て

移
設
し
、
大
本
山
と
し
て

の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。
方
丈
の
下
足
入
は
久
成
寺

様
よ
り
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。 

 

鈴
木
執
事
長
と
阿

部
師
に
よ
り
、
梅
雨

入
り
前
に
、
本
堂
・

開
山
堂
の
雨
樋
・
天

水
桶
の
清
掃
及
び
、

草
木
が
勢
い
を
増
す

夏
に
向
け
て
、
方

丈

通

用

路
・
客

殿
・
仁

王

門
・
本

堂
・
鎮
魂
廟
等
の

周
辺
の
植
木
剪
定

を
行
い
ま
し
た
。
広

い
境
内
地
で
あ
り
ま

す
の
で
作
業
が
捗
り

ま
せ
ん
が
、
お
盆
前

に
は
御
廟
所
・
駐
車

場
な
ど
出
来
る
限
り

手
を
入
れ
、
来
山
さ

れ
る
方
に
気
持
ち
良

く
お
参
り
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

五
月
末
に
本
堂
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
故
障

し
、
現
在
御
開
帳
が
出
来
な
い
状
態
で

す
。
参
拝
さ
れ
る
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
致
し
ま
す
。 

 
 

 

ふ
れ
あ
い
広
場
近
く
の
桜
木
が
倒
木

し
、
そ
の
片
付
け
作
業
を
大
世
話
人(

石

川
達
三
氏
・
松
原
勝

政
氏)

・
近
隣
有
志
の

方
数
名
で
重
機
を
使

い
撤
去
し
て
頂
き
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

 

新
書
院
の
障
子
張
り
替
え
作
業
を
鈴
木

雄
大
主
事
・
川
名
義
敬
主
事
・
阿
部
央
師

の
三
人
で
手
際
よ
く
行
い
ま
し
た
。
破
れ

て
黄
ば
ん
だ
障
子
を
張
り
替
え
て
頂
き
、

部
屋
も
明
る
さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。 

 

四
月
三
十
日(

水)

、
本
門
寺
本
堂
に
於

い
て
、
北
山
小
学
校
四
年
生(

二
二
名)

の

課
外
学
習
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
門
寺

堀
の
お
話
を
布
教
伝

道
部
岡
田
勸
正
主
事

か
ら
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
本
門
寺

堀
を
見
な
が
ら
子
供

た
ち
は
、
本
門
寺
堀

の
歴
史
に
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

重 

須 

婦 

人 

会 

総 

会 

重
須
孝
行
太
鼓
保
存
会
総
会 

 

北 

山 

小 

学 

校 

講 

話 
 

環 

境 

整 
備 
ご 

報 

告 

方
丈
玄
関
照
明
新
調
・
下
足
入
寄
贈 

境
内
植
木
剪
定
作
業 

桜
倒
木
撤
去 

障
子
の
張
り
替
え 

本
堂
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
故
障 
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本
光
寺 

様 

佐
渡
市 

 
 

三
十
口 

 

妙
隆
寺 

様 

静
岡
市 

 
 

二
十
口 

 

行
泉
坊 

様 

塔
中 

 
 
 
 
 
 

〃 

 

本
源
寺 

様 

富
士
宮
市 

 
 
 
 
 

十
口 

 

大
乗
坊 

様 

塔
中 

 
 
 

〃 

 

本
源
寺 

様 

山
梨
県 

 
 
 
 
 

一
口 

 

養
仙
坊
護
持
会 

様 
 
 
 
 

二
十
口 

 

教
師 

 

齋
藤 

靜
雄 

上
人 

神
奈
川
県 

五
百
口 

 

檀
信
徒 

 
 

齋
藤
益
正･

繁
美 

様 
 
 
 
 

 
 

後
藤 

幸
夫 

様 

 

創
進
特
殊
金
属 

様 

 

今
野 

正
文 

様 

 

佐
野 

昌
彦 

様 

 

勝
亦 

静
男 

様 

 

石
川 

武 

様 

 

仙
田 

千
治 

様 

 

保
坂 

た
つ
子 

様 

 

加
藤 

貴
之 

様 

 

國
本 

隆 

様 

 

杉
崎 

省
三 

様 

 

永
田 

正
二 

様 

 

石
川 

深
千
欣 

様 

 

赤
池 

洋
人 

様 

 

藤
田 

將
二 

様 

 

旭 
 

光
徳 

様 

 

廣
崎
賢
太
郎
商
店 

様 

 

古
谷 

澄
子 

様 

 

松
永 

省
吾 

様 

 

太
田
川
一
郎 

様 

 

藤
巻 

孝
典 

様 

 

仙
田 

宏
子 

様 

 

清
水
寺 

様 

 

江
副 

寛
伸 

様 

 

杉
本 

龍
吉 

様 
  
 
 
 
 

合
計 

千
七
百
九
十
七
万
円 

 
三
十
万
人
講
決
算
報
告 

 

来
る
令
和
十
三
年
の
日
蓮
大
聖
人
七

五
〇
遠
忌
並
び
に
令
和
十
四
年
の
御
開

山
日
興
上
人
御
正
当
七
〇
〇
遠
忌
に
向

け
、
本
年
一
月
よ
り
「
三
十
万
人
講
」

の
名
称
を
令
和
十
四
年
の
御
遠
忌
を
迎

え
る
迄
の
間
「
遠
忌
報
恩
事
業
」
と
し

て
、
広
く
ご
案
内
致
し
ま
し
た
。
従
い

ま
し
て
、
三
十
万
人
講
会
計
は
令
和
六

年
四
月
一
日
〜
同
年
十
二
月
三
十
一
日

迄
の
決
算
報
告
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理

解
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。 

決 

算 

報 

告 
 
 
 
(

一
口
一
万
円)  

  
 

須
加 

晃
仁 

様 
 
 

二
十
口 

 
 

西
之
坊
護
持
会 

様 

十
口 

 
 

渡
井 

久
幸 

様 
 
 
 

〃 
 
 

杉
本 

龍
吉 

様 
 

二
口 

 
 

矢
邉 

毅 

様 
 
 
 

一
口 

 
 

小
野  

恭
敬 

様 
 
  

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
計 

四
十
四
万
円 

※
令
和
六
年
四
月
一
日
〜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
三
十
一
日
迄 

 

塔
中
特
別
志
納
の
報
告 

 
 

塔
中
寺
院
様
に
は
令
和
六
年
度
分

と
し
て
、
別
途
に
特
別
志
納
の
御
丹

誠
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

令
和
六
年
度
分 

 
(

一
口
一
万
円) 

 
 
 
 

養 

運 

坊 

様 
 

二
十
口 

 
 
 
 

養 

仙 

坊 

様 
 

十
五
口 

 
 
 
 

西 

之 

坊 

様 
 

十
五
口 

 
 
 
 

蓮 

行 

坊 

様 
 

十
五
口 

 
 
 
 

東 

陽 

坊 

様 
 

十
口

 

 
 
 
 
 
 
 

合
計 

七
十
五
万
円 

 

塔
中
末
寺
護
山
志
納
の
報
告 

 

令
和
三
年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
塔
中
末
寺
に
よ
る
毎
年
の
本
山

護
持
志
納
に
つ
い
て
、
各
山
各
聖
の
御

理
解
を
頂
き
、
御
志
納
を
賜
り
、
篤
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

令
和
六
年
度
分 

 
 
(

一
口
一
万
円) 

 
 
 

養
仙
坊 

様 

塔
中 

 

 
 
 

養
運
坊 

様 

〃 

 
 
 

蓮
行
坊 

様 

〃 

 
 
 

西
之
坊 

様 

〃 
 

 
 
 

東
陽
坊 

様 

〃 

 
 
 

大
乗
坊 

様 

〃 

 
 
 

本
妙
寺 

様 

富
士
宮
市 

 
 
 

正
林
寺 
様 

〃 

 
 
 

本
光
寺 
様 
〃 

 
 
 

本
源
寺 

様 
〃 

 
 
 

法
華
寺 

様 

〃 

 
 
 

東
光
寺 

様 

〃 

 
 
 

本
國
寺 

様 

富
士
市 

 
 
 

福
泉
寺 

様 

〃 

 
 
 

妙
善
寺 

様 

〃 

 
 
 

本
能
寺 

様 

沼
津
市 

 
 
 

久
成
寺 

様 

御
殿
場
市 

 
 
 

蓮
正
寺 

様 

伊
東
市 

 
 
 

伊
豆
国
分
寺
様 

三
島
市 

 
 
 

妙
隆
寺 

様 

静
岡
市 

 
 
 

正
法
寺 

様 

山
梨
県 

 
 
 

本
照
寺 

様 

〃 

 
 
 

本
源
寺 

様 

〃 

 
 
 

本
妙
寺 

様 

〃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宗
川
寺 

様 

神
奈
川
県 

 
 

本
禅
寺 

様 

〃 

 
 

蓮
妙
寺 

様 

〃 

 
 

常
在
寺 

様 

〃 

 
 

蓮
華
寺 

様 

東
京
都 

 
 

法
輪
寺 

様 

〃 

 
 

本
法
寺 

様 

埼
玉
県 

 
 

本
光
寺 

様 

佐
渡
市 

 
 

顕
本
寺 

様 

岡
山
県 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

合
計 

五
百
二
十
万
円 

 

※
令
和
六
年
四
月
一
日
～ 

 
 

 
 

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
迄 

 

遠
忌
事
業
丹
精
者
の
報
告 

 
 

 

令
和
十
三
年
、
高
祖
日
蓮
大
聖
人
第
七
百

五
十
遠
忌 

ま
た
翌
十
四
年 

御
開
山
白
蓮
阿

闍
梨
日
興
上
人
第
七
百
遠
忌
を
迎
え
る
に
際

し
貫
首
猊
下
発
願
の
下
、
開
始
致
し
ま
し
た

「
御
報
恩
事
業
勧
募
」
に
際
し
、
格
別
な
る

御
懇
志
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

令
和
七
年
一
月
～
五
月
末
に
御
志
納
頂
き

ま
し
た
方
々
の
御
芳
名
を
掲
載
頂
き
ま
す
。 

尚
、
六
月
以
降
に
御
志
納
さ
れ
た
方
は
次
号

に
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

末
寺
寺
院
・
護
持
会 

 
 
 
(

一
口
一
万
円)

 

 
顕
本
寺 

様 
 
 
 

岡
山
県 

二
百
三
十
口 

 

法
輪
寺 
様 

 
 
 

神
奈
川
県 

 

二
百
口 

 

本
光
寺 
様 

 
 
 
 

富
士
宮
市 

 
 

〃 

 

伊
豆
国
分
寺 
様 

三
島
市 

 

百
四
十
口 

 

本
禅
寺 

様 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

 
 
  

百 

口 

 

西
之
坊 

様 
 
 
 
 

塔
中 

 
 
 
 
 

九
十
口 

 

蓮
妙
寺 

様 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

 
 
 

五
十
口 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

下
段
に
続
く 

  

二
十
口 

  

二
十
口 

 
 

十
口 

  

十
五
口 

  

二
十
五
口 

  

二
十
五
口 

  

二
十
口 

  

五
口 

  

二
十
口 

十
五
口 

二
十
口 

十
五
口 

十
五
口 

十
口 

五
口 

十
五
口 

五
口 

二
十
口 

十
口 

二
十
口 

五
口 

三
十
口 

二
十
口 

三
十
口 

三
十
口 

二
十
五
口 

十
口 

二
十
口 

五
口 

十
五
口 

十
口 

五
口 

五
口 

富
士
宮
市 

百
口 

富
士
宮
市 

十
口 

埼
玉
県 

 

〃 

東
京
都 

 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
宮
市 

五
口 

富
士
宮
市 

〃 

神
奈
川
県 

三
口 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

大
阪
府 

 

二
口 

神
奈
川
県 

一
口 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
市 

 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

御
殿
場
市 

〃 

神
奈
川
県 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

神
奈
川
県 

〃 

千
葉
県 

 

〃 

佐
賀
県 

 

〃 

富
士
宮
市 

〃 

下
段
に
続
く 
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新
寂
回
向
の
御
報
告 

 

菩
提
寺
様
よ
り
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
し
た
新
寂
霊
位
は
、
日
々
の
晨
朝
勤

行
に
て
、
御
回
向
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す 

 

三
月 

 
 

養
運
坊 

故 

小
林 

忠 
 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

久
保
田
治
盈 

様 

 
 

宗
川
寺 

故 

籾
山 

恒
雄 

様 

 
 

宗
川
寺 

故 

仙
田 

功 
 

様 

 
 

宗
川
寺 

故 

鎌
田 

宗
勝 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

秋
山 

登
美
子
様 

 
 

久
成
寺 

故 

土
屋 

朗 
 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

梶 
 

祥
惠 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

滝
口 

哲
江 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

木
下 

忠
治 

様 

 
 

蓮
妙
寺 

故 

塩
川 

芳
江 

様 

 
 

宗
川
寺 

故 

籾
山 

悦
子 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

滝
口 

あ
い
子
様 

 
 

久
成
寺 
故 

土
屋 

達
子 

様 

 
 

養
仙
坊 
故 

岡
村 

よ
し
子
様 

 
 

久
成
寺 

故 
吉
岡 

ノ
ブ
エ
様 

 
 

西
之
坊 

故 
青
木 

芳
照 

様 

 
 

東
陽
坊 

故 

寺
田 
英
子 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

長
澤 
勝
夫 

様 

四
月 

 
 

東
陽
坊 

故 

渡
井 

文
子 
様 

 
 

久
成
寺 

故 

勝
又 

大
介 

様 

 
 

養
仙
坊 

故 

望
月 

孝 
 

様 

 
 

養
仙
坊 

故 

石
川 

八
重
子
様 

 
 

正
林
寺 

故 

望
月 

敏
子 

様 

 
 

正
林
寺 

故 

望
月 

三
千
夫
様 

 
 

正
林
寺 

故 

朝
比
奈
早
苗 

様 

 
 

正
林
寺 

故 

渡
邊 

政
晴 

様 

 
 

正
林
寺 

故 

渡
邊 

共
子 

様 

 
 

東
陽
坊 

故 

寺
田 

文
彦 

様 

五
月 

 
 

養
運
坊 

故 

渡
井 

等 
 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

内
田 

澄
子 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

梶 

ま
つ
枝 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

渡
部 

髙
文 

様 

 
 

東
陽
坊 

故 

齊
藤 

隆
夫 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

滝
口 

良
江 

様 

 
 

養
仙
坊 

故 

太
田
川
典
明 

様 

六
月 

 
 

久
成
寺 

故 

杉
山 

士
郎 

様 

 
 

久
成
寺 

故 

平
川 

善
朗 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

赤
池
み
え
子 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

前
島 

明
惠 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

佐
野 

康
満 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

伊
藤 

智
子 

様 

 
 

養
運
坊 

故 

石
川 

成
章 

様 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

※
六
月
二
十
六
日
迄
申
込
み
分 

七
月 

 

十
八
日 

第
十
一
回
清
掃
奉
仕 

 

十
九
日 

御
大
事
御
本
尊
会 

 

二
十
五
日 

三
輪
先
生
勉
強
会 

八
月 

 

十
三
〜
十
六
日 

盂
蘭
盆
会 

 

十
六･

十
七
日 

お
も
す
道
場 

九
月 

 

二
十
～
二
十
六
日 

秋
季
お
彼
岸 

 

二
十
三
日  

秋
季
彼
岸
会
法
要 

本

門

寺

の

主

な

予

定  
  

 
 

供
米 

 

養
仙
坊 

様
・
東
陽
坊 

様 

 

西
之
坊 

様
・
養
運
坊 

様 

 

蓮
行
坊 

様 

献
茶 

 

伊 

東 

行
蓮
寺 

様 
 

 献
花 

 

北
山 

星
谷
と
み
子 

様 
 

諸
堂･

境
内
清
掃･

作
業
奉
仕 

 

重 

須 

婦 

人 

会 

様 

 

塔 

中 

寺 

庭 

婦 

人 

様 

 

石 

川 

由 

緒 

家 

様 

 

静
岡
市 

紺
文
シ
ル
ク 

様 

倒
木
撤
去 

 

北
山 

石 

川 

達 

三 

様 

 

北
山 

松 

原 

勝 

政 

様 

 
 

 
 

近
隣 

奉
仕
者 

様 

 

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

丹

精

者

御

芳

名 

 
 

 

遠
忌
事
業
の
一
環
と
し

て
、
講
師
に
本
間
俊
文
先

生(

立
正
大
学)
を
招
き
法

縁
教
師
を
対
象
に
教
学
研

修
会
を
左
記
の
通
り
開
催

致
し
ま
し
た
。 

 

五
月
十
五
日 

第
九
講 

『
弟
子
分
帳
』
に
み
る
日

興
上
人
と
そ
の
門
弟(

二) 

 

六
月
二
十
六
日 

第
十
講 

日
興
上
人
の
曼
荼
羅
本
尊

書
写(

一)

を
主
題
と
し
て

こ
の
度
も
貴
重
な
ご
講
義

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

次
回
は 

七
月
二
十
五
日 

三
輪
是
法
先
生(

立
正
大

学)

第
九
講
「
近
代
に
お
け

る
日
蓮
研
究
」
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
教
師
の
方
に
、
ご

聴
講
頂
け
ま
す
よ
う
御
案

内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

六
月
四
日 

行
蓮
寺 

曽
根

顕
祐
上
人(

伊
東
市)

一
行

六
名
が
身
延
山

輪
番
奉
仕
の
帰

り
道
に
当
山
へ

お
参
り
さ
れ
ま

し
た
。
ご
参
拝

有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

 

五
月
八
日
、
北
山
中
一

年
生
・
三
年
生
に
対
す
る

講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

体
育
館
に
お
い
て
は
修

学
旅
行
を
控
え
た
三
年
生

に
向
け
て
、
寺
院
拝
観
の

心
得
を
佐
野
布
教
伝
道
部

長
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 
本
門
寺
本
堂
に
お
い
て

は
新
一
年
生
に
向
け
て
、

本
間
圭
敬
主
事
・
川
名
義

敬
主
事
が
北
山
本
門
寺
の

歴
史
、
日
尊
上
人
と
梨
の

木
の
縁
起
に
つ
い
て
講
話

を
行
い
、
一
年
生
は
北
山

地
域
の
歴
史
に
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

講
話
後
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
は
、
お
寺

や
僧
侶
に
対
す
る
疑
問
を

投
げ
か
け
る
意
欲
的
な
姿

も
見
ら
れ
、
充
実
し
た
様

子
で
お
寺
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。 

 
教
学
研
修
会
開
催 

 

護 

山 

志 

納 

報 

告 

令
和
七
年
度
分 

 
 

塔 

中    

東 

陽 

坊  

様 

 
 
 

〃 
 
 

養 

仙 

坊 

様 
  

護
山
志
納
金
を
お
納
め
頂
き 

 
 
 

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

 

伊
東
行
蓮
寺
団
参 

 

北
山
中
学
校
講
話 


